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平
成
２９
年
度
一
般
会
計
予
算
の
概
要

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
、
３
５
１
億
５
０
０
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
と
の
比
較
で
は
、
額
と
し
て
４
億

６
２
０
０
万
円
の
増
、率
に
し
て
１・
３
％

の
増
と
な
り
ま
す
。

　
歳
入
は
、
法
人
市
民
税
が
、
法
人
実
効

税
率
の
引
下
げ
の
影
響
に
よ
り
微
減
を
、

軽
自
動
車
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
は
、
対
象
の
適
正
把
握
な
ど
か
ら
増
を

見
込
み
、
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
普
通

交
付
税
の
実
績
な
ど
か
ら
、
前
年
同
額
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
施
設
型
給
付
費
を
受
け
る
認

定
こ
ど
も
園
等
の
施
設
数
の
増
加
に
伴
う

特
定
教
育
・
保
育
所
等
支
援
事
業
、
地
域

医
療
体
制
の
整
備
に
要
す
る
た
め
の
地
域

医
療
体
制
整
備
基
金
積
立
金
、
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
て
の
鴻
巣
駅

東
口
駅
通
り
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
の

増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

主 な 事 業 に 注目
  安全・安心に暮らせるまちづくり
◦鴻巣行田北本環境資源組合負担金� 170,379
◦環境基本計画改定事業【新規】� 7,985
◦エコチェンジポイント鴻巣事業【新規】� 227
◦高齢者運転免許自主返納サポート事業【新規】� 30

  住みたい・住んでよかったと思える快適なまちづくり
◦茜通り延伸整備事業【新規】� 5,000
◦三谷橋大間線（２期工事）整備事業� 164,009
◦鴻巣駅東口駅通り地区市街地再開発事業� 774,271
◦元荒川[川の国埼玉はつらつプロジェクト]懇話会運営事業【新規】� 175
◦コウノトリの里づくり事業� 6,853

  いきいきと健康で充実した生活を過ごせるまちづくり
◦子育て世代包括支援センター事業【新規】� 2,884
◦保育所費庶務事業【一部新規】� 289,676
◦特定教育・保育所等支援事業【一部新規】� 1,232,867
◦こうのとり助成金事業【一部新規】� 7,450
◦婚活支援事業� 1,150

  賑わいと活力と魅力を創出できるまちづくり
◦労働支援事業� 1,880
◦工業活性化事業� 83,030
◦道の駅整備事業� 3,105
◦荒川河川敷花いっぱい事業� 18,710

  子どもから大人まで、生涯にわたる学びと文化が根付くまちづくり
◦地域人材活用事業【一部新規】� 13,197
◦児童生徒健康安全管理事業【一部新規】� 87,470
◦中学校給食運営事業【一部新規】� 334,598
◦図書館管理運営事業【一部新規】� 251,377

  市民協働による、一人一人が主役のまちづくり
◦自治会活動支援事業【一部新規】� 43,415
◦シティプロモーション推進事業【新規】� 1,150
◦公共施設等マネジメント事業� 76
◦コンビニ交付事業【新規】� 3,174

　３月定例会は、２月23日から３月21日までの27日間の会期で開かれ、市長から提出された「平成29年
度鴻巣市一般会計予算」など28件の議案について慎重審議し、すべての議案を原案のとおり同意・可決
しました。
　また、議員提出議案として２議案が上程され、そのうち１議案は可決しましたが、１議案は否決とな
りました。

３月
定例会
2/2３～３/2１

平成２９年度 会計別当初予算額 （単位：千円）
一　般　会　計 3５，１５０，０００

特
別
会
計

国民健康保険事業 1５,０６４,０００
介護保険 7,7８３,０００
北新宿第二土地区画整理事業 ５2５,０００
広田中央特定土地区画整理事業 2５４,０００
後期高齢者医療 1,191,０００
農業集落排水事業 12６,０００

計 2４,9４３,０００
公
営
企
業
会
計

水道事業会計 ３,０８1,８６9
下水道事業会計 ４,7３1,922

計 7,８1３,791
合　　　計 ６7,9０６,791

審議議案平成29年度鴻巣市一般会計予算議決
第6次鴻巣市総合振興計画によるまちづくりスタート

（単位：千円）
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ふ
る
さ
と
納
税
促
進
事
業

問
都
市
部
で
は
赤
字
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
話
を
聞
く
が
、
本
市
の
収
支
の
状
況
は

ど
う
か
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
本
市
は
赤
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
平
成
2０
年
度
か

ら
始
ま
り
、
27
年
度
は
７
０
１
件
あ
り
ま

し
た
。
本
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
、

１
１
６
９
万
５
０
０
０
円
で
し
た
が
、
返

礼
品
等
に
５
３
７
万
６
０
０
０
円
か
か
っ

た
た
め
、
差
引
歳
入
と
し
て
６
３
１
万
８

０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民

が
市
外
へ
ふ
る
さ
と
納
税
し
た
こ
と
に
よ

り
、
市
民
税
は
３
５
２
１
万
６
０
０
０
円

減
少
し
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
7５
％
は
国
か

ら
普
通
交
付
税
と
し
て
交
付
さ
れ
る
の
で
、

ふ
る
さ
と
納
税
全
体
の
市
へ
の
影
響
額
は

理
論
上
マ
イ
ナ
ス
２
４
８
万
５
０
０
０
円

と
な
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
、

例
え
ば
梨
や
人
形
な
ど
、
全
国
に
鴻
巣
市

は
こ
ん
な
ま
ち
で
あ
る
と
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
す
。

今
後
と
も
引
続
き
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

定
住
促
進
事
業

問
一
日
体
験
モ
ニ
タ
ー
事
業
業
務
委
託
料

の
具
体
的
内
容
は
。

答
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、

本
市
、
上
尾
市
、
桶
川
市
、
北
本
市
、
伊

奈
町
、
埼
玉
県
県
央
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

と
共
同
事
業
と
し
て
、
体
験
モ
ニ
タ
ー
の

募
集
等
を
委
託
す
る
も
の
で
す
。
５
日
間

に
わ
た
り
、
移
転
先
を
探
し
て
い
る
体
験

モ
ニ
タ
ー
が
各
地
域
の
子
育
て
施
設
等
を

見
学
し
ま
す
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
等
に
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
を
見
た
人
が
転
入
候
補
地
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
さ
い
た
ま
市
や
東
京
都

内
在
住
の
子
育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
い
ま
す
。

婚
活
支
援
事
業

問
事
業
内
容
は
。

答
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、

婚
活
の
ま
ち
鴻
巣
を
目
指
し
、
婚
姻
率
及

び
出
生
率
の
向
上
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
社
会
福
祉
協

議
会
や
観
光
協
会
主
催
に
よ
る
婚
活
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
が
、
観
光
を
メ
イ
ン

と
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
相
性
の
良
い

人
同
士
が
出
会
え
る
、
小
規
模
で
お
見
合

い
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な

ど
、
多
方
面
に
お
い
て
工
夫
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

川
里
保
健
セ
ン
タ
ー
の 

廃
止

問
廃
止
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答
川
里
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
者
が
少

な
く
、
平
成
2０
年
度
か
ら
職
員
の
配
置
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
保
健
師
等
の
資
格
を

持
っ
た
職
員
を
ど
の
よ
う
に
配
置
す
る
か
、

ま
た
、
職
員
の
休
暇
等
に
お
け
る
勤
務
体

制
な
ど
、
総
合
的
に
勘
案
し
た
も
の
で
す
。

体
育
施
設
の
利
用
料
金

改
定

問
総
合
体
育
館
と
コ
ス
モ
ス
ア
リ
ー
ナ
ふ

き
あ
げ
の
料
金
設
定
の
根
拠
は
。

答
コ
ス
モ
ス
ア
リ
ー
ナ
ふ
き
あ
げ
の
利
用

料
金
は
、
平
成
1５
年
建
設
当
時
の
近
隣
市

町
村
の
総
合
型
体
育
館
を
参
考
に
設
定
し

た
も
の
で
す
。
総
合
体
育
館
は
、
３５
年
前

の
開
設
時
か
ら
料
金
改
定
を
行
わ
ず
、
2６

年
度
の
大
規
模
改
修
を
機
に
、
コ
ス
モ
ス

ア
リ
ー
ナ
ふ
き
あ
げ
と
の
料
金
調
整
を
検

討
し
ま
し
た
。
一
気
に
コ
ス
モ
ス
ア
リ
ー

ナ
ふ
き
あ
げ
の
料
金
に
近
づ
け
る
こ
と
は

理
解
が
得
難
く
、
そ
こ
で
、
総
合
体
育
館

の
料
金
の
２
倍
を
超
え
な
い
範
囲
で
設
定

し
て
、
そ
の
金
額
に
コ
ス
モ
ス
ア
リ
ー
ナ

ふ
き
あ
げ
の
利
用
料
金
を
合
わ
せ
た
も
の

で
す
。
な
お
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
、
近

隣
の
市
町
村
で
は
２
時
間
単
位
の
設
定
が

多
く
、
利
用
者
か
ら
も
２
時
間
程
度
が
妥

当
で
は
と
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
２
時
間
２
０
０
円
と
し

ま
し
た
。

介
護
施
設
の
ロ
ボ
ッ
ト

導
入
補
助

問
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
種
類
や
内
容
は
。

答
３
種
類
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
あ
り
、
見
守
り

を
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
被
介
護
者
の
部
屋

等
に
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
、
ベ
ッ
ド
か
ら

の
離
床
の
ほ
か
、
心
拍
数
や
呼
吸
等
が
そ

の
場
で
わ
か
る
も
の
で
す
。
動
作
を
補
助

す
る
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
は
、
介
護
者
の
体

に
装
着
し
て
、
人
や
物
を
持
ち
上
げ
た
り

す
る
際
に
動
作
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
介

護
専
用
の
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
、

介
護
者
に
代
わ
っ
て
被
介
護
者
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。

生
活
保
護
扶
助
事
業

問
資
産
と
な
る
自
宅
を
有
し
て
い
る
が
、

現
金
が
な
く
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
へ
の

対
応
は
。

答
６５
歳
以
上
で
概
ね
資
産
価
値
５
０
０
万

円
以
上
の
持
ち
家
が
あ
る
人
に
つ
い
て

は
、
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
と
い
う
制
度

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
資
産
を
活

用
し
て
、
本
人
が
自
宅
で
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

こ
う
の
と
り
助
成
金
事
業

問
不
妊
診
断
の
条
件
と
補
助
金
額
は
。

補正予算当初予算

当初予算条例の一部改正

条例の一部改正

補正予算補正予算当初予算



4

答
妻
年
齢
４３
歳
未
満
の
夫
婦
を
対
象
に
不

妊
検
査
費
２
万
円
を
上
限
に
、
一
回
助
成

し
ま
す
。
ま
た
、
不
妊
治
療
費
の
助
成
金

を
現
行
の
９
万
円
か
ら
1０
万
円
に
戻
す
こ

と
を
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業

問
全
校
に
平
均
し
て
助
成
し
て
い
る
の
か
。

答
全
校
に
助
成
し
て
い
ま
す
が
、
一
律
で

は
な
く
、
学
校
か
ら
要
望
や
計
画
書
等
の

提
出
を
求
め
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
事

業
内
容
を
精
査
し
、
傾
斜
配
分
を
つ
け
て

い
ま
す
。

問
特
色
あ
る
学
校
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
蛍
の
飼
育
を
し
て
い
る
学
校
、
菊
づ
く

り
を
し
て
い
る
学
校
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
と
い
っ
て

新
聞
を
教
材
と
し
て
活
用
し
て
い
る
学
校

な
ど
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

小
学
生
学
力
向
上
の
た
め
に

問
小
学
３
、４
年
生
の
算
数
に
限
定
し
た

理
由
は
。

答
ど
の
教
科
も
身
に
付
け
た
学
習
内
容

が
、
次
の
学
び
の
基
礎
と
な
り
ま
す
が
、

特
に
算
数
は
、
前
段
階
の
学
習
が
十
分
に

身
に
付
い
て
い
な
け
れ
ば
、
新
た
な
学
習

内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
い
教
科
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
特
に
小
学
３
、４
年

生
は
、
割
り
算
、
小
数
、
分
数
な
ど
、
高

か
ら
は
、
拡
幅
に
よ
り
交
通
量
が
ふ
え
危

険
な
こ
と
か
ら
、
３
班
は
裏
道
を
通
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
残
り
の
１
班
は
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、
2８
年
度
に
、
赤
白
の
ポ
ス
ト

コ
ー
ン
を
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
上
に
立
て
、

既
に
安
全
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
運
転
免
許
自
主

返
納
サ
ポ
ー
ト
事
業

問
事
業
内
容
は
。

答
近
年
、
多
く
報
道
さ
れ
る
高
齢
者
の
交

通
事
故
対
策
と
し
て
、
7０
才
以
上
の
運
転

免
許
証
の
自
主
返
納
者
に
対
し
、
フ
ラ

ワ
ー
号
の
１
年
間
無
料
乗
車
証
を
発
行
し

ま
す
。
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
フ

ラ
ワ
ー
号
の
運
行
見
直
し
と
あ
わ
せ
て
、

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
フ

ラ
ワ
ー
号
」
運
営
事
業

問
地
域
公
共
交
通
の
見
直
し
の
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
見
直
し
の
行
程
に
つ
い
て
は
、
既
に
、

１
回
目
の
地
域
公
共
交
通
会
議
を
開
催

し
、
見
直
し
に
つ
い
て
、
詳
し
く
調
査
・

検
討
す
る
業
務
を
専
門
業
者
へ
委
託
す
る

こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
こ
の
業
務
は
、

平
成
３０
年
１
月
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
内
容
を
ふ
ま
え
、
29
年
度
中

に
３
回
開
催
さ
れ
る
同
会
議
の
中
で
、
方

学
年
の
算
数
を
理
解
す
る
う
え
で
、
重
要

な
基
礎
と
な
る
新
た
な
学
習
内
容
が
加
わ

る
学
年
と
な
る
た
め
で
す
。

図
書
館
管
理
運
営
事
業

問
学
校
図
書
館
へ
の
人
的
支
援
は
。

答
こ
の
事
業
は
、
平
成
2６
年
度
か
ら
２
校

で
始
ま
り
、
29
年
度
ま
で
に
1８
校
、
３０
年

度
に
は
９
校
を
追
加
し
、
す
べ
て
の
学
校

へ
配
置
す
る
予
定
で
す
。

介
護
保
険
事
業

問
介
護
現
場
で
働
く
人
材
の
確
保
は
。

答
担
い
手
養
成
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、

平
成
2８
年
度
は
、
2４
人
が
市
の
認
定
し
た

担
い
手
と
し
て
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

今
後
、
各
種
事
業
所
等
へ
そ
の
方
た
ち
を

紹
介
し
て
、
担
い
手
と
な
る
よ
う
取
り
組

み
ま
す
。２９  

年
度
へ
繰
り
越
し
す

る
道
路
橋
梁
費

問
な
の
は
な
通
り
の
拡
幅
に
か
か
る
用
地

買
収
は
。
ま
た
、
登
下
校
の
交
通
安
全
対

策
は
。

答
用
地
買
収
に
つ
い
て
は
、
馬
室
小
学
校

付
近
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
同
小
学
校
の

通
学
路
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
前
を
横
断
し
て
同
小
学
校
に
通
う
班

が
、
現
在
４
班
あ
り
ま
す
。
平
成
29
年
度

向
性
が
打
ち
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
３０
年
度
に
実
証
運

行
を
行
い
、
３1
年
４
月
か
ら
、
新
し
い
形

の
地
域
公
共
交
通
が
運
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

元
荒
川
「
川
の
国
埼
玉

は
つ
ら
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

問
元
荒
川
緑
道
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
県

と
連
携
し
て
事
業
を
行
う
目
的
は
。

答
埼
玉
県
で
は
「
川
の
再
生
」
を
目
的
と

し
て
、
今
回
、
新
た
に
「
川
の
国
埼
玉
は

つ
ら
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
市
と
連
携

し
、
吹
上
地
域
の
元
荒
川
で
事
業
を
進
め

て
い
く
も
の
で
す
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
の
単
に
川
を
き

れ
い
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

な
く
、
地
域
振
興
に
資
す
る
整
備
を
行
う

も
の
で
、
地
元
の
観
光
資
源
、
地
域
振
興

に
寄
与
す
る
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

補正予算

当初予算当初予算

当初予算

当初予算当初予算
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コミュニティバス「フラワー号」
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鳥
害
対
策

問
毎
年
、
鳥
害
対
策
と
し
て
、
約
２
９
０

万
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
内
容
は
。
ま
た
、
対
策
の
１
つ
と
し
て

猛
禽
類
を
導
入
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
ム
ク
ド
リ
対
策
と
し
て
は
、
街
路
樹
の

剪
定
を
中
心
に
予
算
計
上
を
し
て
い
ま

す
。
鴻
巣
駅
東
口
の
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の

ケ
ヤ
キ
に
つ
い
て
は
、
し
し
お
ど
し
の
よ

う
に
一
定
の
時
間
が
た
つ
と
、
音
の
鳴
る

も
の
を
枝
に
設
置
し
て
お
り
、
一
定
の
効

果
が
表
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。し
か
し
、

電
線
に
と
ま
る
ム
ク
ド
リ
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
対
応
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
猛

禽
類
を
使
用
し
た
ム
ク
ド
リ
対
策
に
つ
い

て
は
、
調
査
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

個
人
番
号
・
住
基
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業

問
市
民
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
作
成
に

慎
重
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
市
は
ど

の
よ
う
に
申
請
を
促
進
し
て
い
く
の
か
。

答
申
請
者
数
は
１
月
末
現
在
１
万
３
２
５

５
人
、
住
民
人
口
割
で
11
・
11
％
で
す
。

交
付
数
は
１
万
９
３
１
人
で
、
住
民
の

９
・
1６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
促

進
等
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
違
い
、
活
用
の
仕
方
の

り
ひ
な
祭
り
も
好
調
で
、
前
年
と
比
較
す

る
と
３
５
０
０
人
ほ
ど
ふ
え
て
い
ま
す
の

で
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
効
果
が
出
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

花
の
ま
ち
に
関
す
る
観

光
戦
略
は

問
花
の
ま
ち
を
標
榜
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

施
策
が
あ
る
が
、
こ
と
し
一
番
の
売
り
、

新
し
い
観
光
戦
略
は
。

答
ま
ず
一
つ
の
目
玉
と
し
て
、
こ
う
の
す

花
ま
つ
り
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
大
幅

に
変
更
し
、
せ
せ
ら
ぎ
公
園
の
会
場
を
と

り
や
め
、
馬
室
の
ポ
ピ
ー
畑
、
吹
上
の
ポ

ピ
ー
畑
、
花
久
の
里
の
バ
ラ
の
３
カ
所
を

拠
点
と
し
て
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
今
回

初
め
て
吹
上
方
面
か
ら
花
久
の
里
行
き
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
予
定
で
す
。
せ
せ

ら
ぎ
公
園
で
行
っ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
は
、

コ
ス
モ
ス
ア
リ
ー
ナ
、
吹
上
会
場
へ
場
所

を
移
し
て
行
う
予
定
で
す
。
も
う
一
つ
の

目
玉
は
、
５
月
の
中
旬
に
上
野
駅
で
花
ま

つ
り
に
関
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
予

定
で
、
現
在
Ｊ
Ｒ
と
協
議
中
で
す
。
さ
ら

に
、
１
月
29
日
、
鴻
巣
御
殿
の
模
型
が
完

成
し
、１
日
１
０
０
人
程
見
学
者
が
訪
れ
、

マ
ス
コ
ミ
等
の
取
材
も
あ
り
ま
す
。今
後
、

鴻
巣
御
殿
の
模
型
を
題
材
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
が
で
き
な
い
か
、
現
在
検
討
中
で
す
。

違
い
を
窓
口
等
で
丁
寧
に
説
明
し
て
い
ま

す
。ま
た
、民
間
も
含
め
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
幅
広
く
活
用
す
る
際
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
つ
ま
り
番
号
自
体
は
利
用
し

ま
せ
ん
の
で
、
安
全
・
安
心
で
あ
る
と
い

う
こ
と
も
伝
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
本
人

確
認
書
類
と
し
て
も
使
え
、
顔
写
真
入
り

の
公
的
身
分
証
明
書
に
も
な
る
た
め
、
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
い
な
い
方

に
も
活
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
本
年

１
０
月
か
ら
開
始
す
る
住
民
票
の
写
し
、

戸
籍
証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
午
前

６
時
３
０
分
か
ら
午
後
１
１
時
の
間
で
利

用
で
き
る
な
ど
の
利
点
を
伝
え
、
申
請
を

促
し
て
い
ま
す
。

花
と
音
楽
の
館
か
わ
さ
と

の
来
館
状
況
は

問
花
と
音
楽
の
館
か
わ
さ
と
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
地
域
食
材
ふ
れ
あ
い
工
房
や
地
場

産
セ
ン
タ
ー
、
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
や
ロ
ー

ズ
オ
ー
ナ
ー
ガ
ー
デ
ン
制
度
が
で
き
た
が
、

ど
の
程
度
の
来
館
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

答
平
成
29
年
２
月
現
在
で
、
４
月
か
ら
の

総
来
館
者
数
は
９
万
７
８
５
７
人
で
、
前

年
同
月
と
比
較
す
る
と
１
万
７
０
０
人
増

加
し
て
い
ま
す
。
年
度
末
に
は
前
年
よ
り

も
約
１
万
３
０
０
０
人
多
い
来
館
者
数
に

な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
び
っ
く

当初予算
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無料公衆無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）環境の整備促進を求める意見書（抜粋）
　2０2０年東京オリンピック・パラリンピックの開催に向けて、通信環境の整備、取り分け無料公衆
無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）環境の整備は喫緊の課題となっています。
　無料公衆無線ＬＡＮ環境の整備促進は、インバウンドの更なる増加だけでなく、防災拠点となる
公共施設等の災害時における通信手段の確保にも大きく貢献することから、以下の項目について強
く要望します。

記

１　公共交通機関や宿泊施設等の民間施設に対する無料公衆無線ＬＡＮ環境の整備支援事業の拡充
２　国立公園等の観光拠点や観光案内所における無料公衆無線ＬＡＮ環境の整備促進・機能の向上
　　や利便性の向上
３　防災の観点から、被災場所として想定される公的拠点への無料公衆無線ＬＡＮ環境の整備を行
　　う地方公共団体に対する財政的支援措置の導入
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。
　　平成29年３月21日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴻  巣  市  議  会
　内閣総理大臣  殿　　総務大臣  殿　　国土交通大臣  殿

意
見
書

　
議
員
提
出
議
案
第
１
号

　

無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ（
Ｗ
ｉ–

Ｆ
ｉ
）

環
境
の
整
備
促
進
を
求
め
る
意
見
書

（
原
案
可
決
）

当初予算


